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      基本理念 
        一・安全で親切な医療を提供します。      
       一・高度で良質な医療を実践します。 
       一・患者さんの意思と権利を尊重します。 
 
      看護部理念 
        一・親切・思いやり・優しさをもって看護します。 
       一・安全で良質な看護を提供します。 
       一・患者さんのニーズ・権利を尊重した看護を提供します。 



 
 
 
外科は５つの専門分野にわたって診療を行っています｡すなわち、〔消化器 
外科〕、〔乳腺外科〕、〔一般外科〕、〔化学療法科〕、〔救急総合診療科〕です。 
メンバーは、佐々木(副院長)、西庄(外科部長)、福島(救急診療科部長)、森本 
(乳腺外科部長)、森田(外科医長)、橋本(外科医長)、松山(外科医長)、道下(後 
期研修医)、桂(後期研修医)の計９名に、１０月より前期研修医２名が加わっ 
た計１１名によるチーム医療を行っています。癌に対する手術療法と化学療 
法を含めた複合療法を当科の診療の要と定め、高度で良質な医療技術の提供 
をモットーとしています。 
〔消化器外科〕：食道・胃の癌を中心とする上部消化管疾患､大腸の癌を中 
心に肛門疾患等の良性疾患を含む下部消化管疾患、肝臓、胆道、胆のう、膵 
臓の癌を中心に、胆石症等の良性疾患を含む肝胆膵疾患を扱っています。上 
部、下部、肝胆膵の各分野に、おのおの２名、計６名の専門医によりチームを作っています。胆石症

に対しては、低侵襲治療である、腹腔鏡による胆嚢摘出手術を第１選択術式としています。近い将来

には、胃、大腸などの分野で、腹腔鏡下の手術を増やしたいと考えています。また、今まで当科では

積極的でなかった肝胆膵の癌に対して、本年度より積極的に手術を施行しており、さらに手術件数を

ふやすべく努力しています。 
〔乳腺外科〕：乳癌の手術を中心に、化学療法や内分泌療法を含めた複合療法を行っております。

患者数もうなぎのぼりに増加し、本年は１００例を越えそうな勢いです。〔救急総合診療科〕、〔一般

外科〕は、独立した専門科ではなく、外科医全員が取り組んでいます。一般的な外科疾患である急性

虫垂炎やヘルニア、腸閉塞、急性腹膜炎など積極的に取り扱い、２４時間体制で対処しています。 
〔化学療法科〕は、主として、乳癌や消化器癌の進行例や再発例に対して、抗がん剤やホルモン剤、

あるいは新しい分子標的治療薬などを投与しています。 
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